
　

　大規模修繕工事における外壁タイルの張替は、工事期間・仕上がり・工事金額に影響を与える大きな要因の
一つになります。昨今、大規模修繕の外壁補修用タイル選定には、これらのような方法があります。

　補修用タイルの新規焼成

　　①既存外壁タイルを採取

　　②見本焼きの製作

　　　　　※既存タイルとの色合わせ

　　③見本焼きの承認

　　④補修用タイルの本焼き

　新規焼成する場合は、
　タイルの製作期間が長く(約2～3ヶ月間)、高コストでもありますが、既存のタイルと合えば、
　張替を行った箇所が分からないくらい綺麗な仕上がりを期待出来ます。

　新築時の在庫タイルや近似市販品がない場合、新規焼成する方法が一般的です。しかし、その建物の現状や
予算に合った方法を選定しなければならない場合もあります。
　施工者として、過去の経験を基により良い提案をさせて頂きます。　　　　　　　　　　　　　　（営業部）

外壁補修用タイルの選定

　新築時の在庫タイルを使用

　　新築時に使用したタイルの在庫があれば、それ
　を用います。劣化程度によって、色が合わなくな
　っていることもあるので、確認が必要です。

　既存タイルの近似市販品を使用

　　既存タイルに似た色合いの市販のタイルを用
　います。どうしても色の違いが出てしまい、合わな
　い場合が多いです。

在庫や市販品のタイルを使用する方法は
新規焼成に比べて、短期間・低コストでの

施工が可能になります。

見本焼きを数種類製作して
色合わせをします。
合わない場合は、
再度、見本焼きを製作します。

建物内の倉庫や
地下ピットに保管されている
ことが多いです。



今月号も、りのいずむ読者
アンケートにご回答いただくと
もれなく500円クオカードを
プレゼントします！
こちらからご回答ください→

 

　外出自粛期間が長引いていますが、最近私は
電車に乗らずサイクリングをしたり、家の中で
フィットネスをしています。
　感染予防を心掛けながら、お散歩に出かけ
るのもいいかもしれませんね。身体を動かし健
康を保ちつつ、天気の良い日に気分転換をして
みてはいかかでしょうか。

編集後記

バックナンバー
　　　過去の記事は
　　　ホームページから
　　　読むことができます！

手摺交換工事　

　神奈川県の某団地にて、大規模修繕工事を行いま
した。その中でもメイン工事として行った手摺のアル
ミ化工事をご紹介します。
　今回、新しく取り付けた手摺はデザイン性があるた
め、メーカー特注品です。施工に関しても、普通の手
摺部材とは異なるので、協力業者様と色彩配列に留
意し行いました。
　新型コロナウイルスの影響によって、材料の工場稼
働率、人員配置などの問題が生じ、資材の納期の決定
が遅くなることもありましたが、綿密に打ち合わせを
行い、無事に施工することが出来ました。

　

(城東支店)

施工後

特注品の手摺

キッチンカウンター補修
　空家となった部屋の修繕をする際、キッチンカウンターに傷を発見しました。(1)とても深い傷だったため、プ
ロの職人さんに補修を頼みました。
　木のパテのような物で凹凸をなくし、(2)筆で細かく色を入れていきます。ある程度色付けが終わったら(3)ペー
パーがけと色を入れる作業を繰り返します。細かい作業が終わったら、全体にペーパーをかけ、無色透明の仕
上げ剤を吹き付けて(4)完成です。
　さすがプロの職人技！傷が深く、目立っていた箇所も全然わからなくなりました。　　　　　　　（埼玉支店）
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